
会 議 録 

 

１  会 議 名  第４回北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する 

検討懇話会 

 

２  会 議 種 別  市政運営上の会合 

 

３  議   題  北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する意見 

交換 

 

４  開 催 日 時  令和８年３月 

 

５   開 催 場 所  書面開催 

 

６  出席者氏名  （１）構成員 

            東 裕美子、伊賀良 昌宏、上村 眞生 

 髙原 惠子、山本 佳代子 

          （２）事務局 

            岩村子ども家庭部長、鈴木こども施設企画課長、 

伊藤指導支援担当課長、上原保育施策担当係長 

和田企画係長 

 

７  次   第  （１）開会 

          （２）北九州市送迎保育ステーション試行事業について 

          （３）意見交換 

          （４）閉会 

 

８  会 議 経 過（発 言 要 旨） 

○事業内容やヒアリング結果を見ると、事業の運営は上手くいったと感じるし、

試行事業として良い成果が上がっているのではないか。特に、子育て支援策と

して保護者のゆとりを生み出すことが出来ているという点、こどもの成長に

つながった点については評価できる点だと思う。 

 

○費用面の問題はあるが、多数派のニーズだけが支援されるだけではなく、少数

派のニーズにいかに寄り添っていくかということを、事業の軸としてどう考

えるかという視点も必要ではないか。 



 

○利用しなかった方が「立地的・時間的にメリットが感じられなかった」という

ご意見が多かったことを考えると、それほど高いニーズがあるとは感じられ

ないが、将来的にもっとこどもが減少した時などに、ニーズが生まれる可能性

はあるかもしれない。 

 

○仮に市全域で実施するとなると、相当数のステーションが必要になり多額の

費用が必要になるが、それでも要件に合う方しか利用できない。保護者支援は

大切だが、費用対効果という側面で見ると他に効果的な事業があればそちら

に予算を使うという選択肢もあるのではないか。 

 

○今回のようにステーションを設置するという手法ではなく、例えばバス停を

巡回するようなスキームを採用すると、より多くのニーズに対応可能になり、

コストの削減にもつながる可能性が高まるのではないか。ただ、そうなるとこ

どものバス乗車時間が長くなるので、その中でどのように保育士を配置する

か、どのように見守るかという問題が出てくるためその対応が必要になる。 

 

○保育士の配置が必要なことや費用面を考慮すると、全市的に実施するのはな

かなか難しいかもしれない。 

 

○子育て支援策もそうだが、こどもに関する事業を実施する場合、安全の確保を

第一に考えることは避けては通れない。 

 

 

 

 

９  問い合わせ先      子ども家庭局子ども家庭部こども施設企画課 

            電話番号 ０９３－５８２－２５５０ 


